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福島第一原子力発電所（1F）のコンクリート状態を模擬して作製したモルタル試料に対して、Cs、Sr浸透試験を実施し、セ

メント種類、骨材種類、炭酸化、液相濃度がCs、Srの浸透に影響を及ぼし、1FコンクリートにおけるCs、Srの汚染分布の推

定には、これらを考慮する必要があることがわかった。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の廃炉時に発生する大量のコンクリート

廃棄物の処分計画において、コンクリートの汚染分布の推定が重要であ

る。本報では、1F建屋のコンクリートの特徴（構成材料、変質状態）を

模擬して作製した試料に対して、Cs、Srの安定同位体元素を用いた浸透

試験を実施し、Cs、Srの浸透に影響を及ぼす因子を検討した。 

2. 模擬モルタル試料の Cs、Sr浸漬試験 

2-1. 方法 

Cs、Srを所定の濃度に調整した浸漬液に、モルタル試料（2×5×5 cm、

一面暴露）を 20℃で 28 日間浸漬し、電子線マイクロアナライザー

（EPMA）を用いて Cs、Sr 浸透深さを確認した。試験水準を表 1 に示

す。セメントは、1Fコンクリートで使用されている普通ポルトランドセ

メント（OPC）及びフライアッシュセメント（FAC）、骨材は1Fコンク

リートに使用されたものと同じ産地の骨材（現場骨材）と、比較として

粘土鉱物含有量の少ない石灰石骨材を使用した。また、経年変化の影響

を確認するため、炭酸化させた試料を作製した。浸漬液は、Cs、Srの溶

液とこれらの混合溶液とし、濃度は2水準とした。 

2-2. 結果と考察 

浸漬試験後試料のCs、Sr浸透プロファイルを、セメント種類、骨材種

類、変質状態及び浸漬液濃度で比較したものを、図1～4に示す。図1よ

り、FAC モルタルはOPCモルタルよりも Cs および Sr の浸透を抑制し

た。図2より、現場骨材試料は石灰石骨材試料と比較して、Csの最大濃

度が増加しており、現場骨材はCs収着量が大きいことが分かった。これ

は、現場骨材に含まれる粘土鉱物がCsを収着したと考えた。Srについて

は、骨材による収着量や浸透深さの違いは見られなかった。図 3 より、

炭酸化試料は健全試料に比較して、炭酸化部分の Cs および Sr の濃度が

増加していた。これは、炭酸化によりセメントペースト部分の屈曲度が

減少し、浸透量が増加したことと、セメントペースト中のカルシウムア

ルミノシリケート水和物（C-A-S-H: wCaO･xAl2O3･ySiO2･zH2O）の

CaO/SiO2モル比が減少し、収着量が増加したことが要因として考えられ

る。図4より、浸漬液濃度が増加すると、浸透量と浸透深さが増加した。

また、Srの共存がCsの浸透量に影響した。 

1FコンクリートにおけるCs、Srの汚染分布の推定には、これらの因子

を考慮する必要がある。 
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表 1 Cs、Sr 浸透試験水準 

図 3 健全、炭酸化試料の浸透プロファイル 

図 2 石灰石、現場骨材試料の浸透プロファイル 
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図 4 浸漬液濃度が異なる試料の浸透プロファイル 

図 1 OPC、FAC 試料の浸透プロファイル 
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